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○長野県飯田市 
 
長野県飯田市遠山地区を中心とした ESD の実践 
長野県飯田市教育委員会事務局学校教育課 
 
１ はじめに 
 本報告では、長野県飯田市における ESD の実践について、主として学校教育における具体的な
取組を紹介する。なお、本市の学校教育における ESDの実践は、まだ緒についたところであり、
系統的・総合的な取組はこれからであるが、今後の ESD の実践推進のために、実践推進モデル地
域として飯田市遠山地区を指定し、実践的な研究を行うこととした。 
現在、飯田市遠山地区＊にある上村小学校、和田小学校、遠山中学校において、教科学習、総
合的な学習の時間、学校行事などで伝統的に実践されてきた、地域の素材や地域課題に題材を求
めた学習や活動を、ESD の視点で捉え直し、「住み続けられるまちづくり」のために、学校教育
ができることが何かを明確にし、それを教育課程全体に反映させる実践に取り組んでいる。以下
に、その実践の一端を紹介する。 
＊平成 17年 10 月に合併した、旧下伊那郡上村・南信濃村の領域。合併時人口約 2800人 
→現在 1800 人に減少。 
 
２ ESDへの取組状況 
（１）「住み続けられるまちづくり」を視点とした ESD への取組 
 １でも述べたように、本市の学校教育における ESDの取組は、まだ始まったばかりである。た
だし、ESDの実践そのもの、あるいはそれにつながる教育活動と見做し得るものは、各校におい
て生活科、総合的な学習の時間などにおける「ふるさと学習」あるいは「キャリア教育」といっ
たかたちで実践されてきた。そして、これら既存の教育活動を推進してきた背景には、「ふるさ
とへの帰属意識」が希薄なままに都市部へ流出していく若年層を減らし、「いつかはふるさとに
戻ってくる」人材を育成したい、というねがいがあった。このねがいは、SDGｓの 17 目標の１つ
「住み続けられるまちづくり」の具現と重なるものであり、本市の学校教育における ESD の実践
の軸足が、主としてここに置かれる所以でもある。 
現在、遠山地区の 3 小中学校では、各校の校務分掌に位置づけられた ESD 担当教員による小
中合同職員会での議論、各校における ESD カレンダーの作成等を通じて、ESDの実践としての価
値を豊かにもつ既存の教育活動を、特に SDGｓの 17 目標の 1 つ「住み続けられるまちづくり」
を視点として見つめ直し、既存の教育活動に新たな価値づけをしたり、学習展開に工夫をこらし
たりする実践的研究が進められている。 
 
（２）「質の高い教育をみんなに」を視点とした ESDの取組 
上村小学校は 2017 年 12月に飯田市教育委員会指定の小規模特認校となり、これまで以上に、
特色ある教育活動の創出にむけて、全職員あげて努力している。児童数 10 名という極小規模校
としての特徴を活かし、異学年による複式学級における自律的で協働的な学びの具現をめざし、
校内外での複式指導に関する研修、公開授業研究会の開催など、精力的な取組を重ね、「質の高
い教育をみんなに」の理念の具現を図ろうとしている。 
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また、「兄弟校」である和田小でも、複式指導に関する研修を、上村小の職を講師として開催
している。また、和田小と遠山中の職員が、小中連携・一貫教育推進合同職員研修会において、
上村小の複式授業を参観したり、意見交換を重ねたりすることで、「質の高い教育をみんなに」
の理念を具現化する努力を行っている。  
さらに、遠山中学校は飯田市教育委員会指定の ICT教育推進モデル校となっており、2 小学校
においては、プログラミング教育の試行的な実践が行われたり、上村小と和田小を遠隔通信シス
テムで結んだ合同授業が日常的に行われたり、遠山中の英語科職員による上村小と和田小の児
童への外国語活動の短時間授業が行われたりと、山間地の小規模校ならではの「質の高い教育」
をめざした挑戦が続いている。 
 
３ ESD推進の体制（学校教育を中心に） 
・飯田市教育委員会事務局学校教育課 ESD担当（学務係長 指導主事） 
・（遠山地区 2小学校、1中学校 ESD推進係（校務分掌） 
・遠山中学校区小中連携・一貫教育推進合同職員会 ESD部会（2 小 1中代表者） 
・和田小・上村小・遠山中 各校学校運営協議会（コミュニティースクール運営協議会） 
・上村自治振興センターおよび公民館、南信濃自治振興センターおよび公民館 
 ・立教大学 ESD研究所（学校教育：小玉客員研究員 社会教育：朝岡客員研究員） 
 2018 年 2 月 19 日に、飯田市教育委員会と 3 小中学校共催による、遠山地区の小中学校職員、
学校保護者、地域住民対象の ESDに関する研修会を実施した。この研修会をきっかけに、地域の
住民有志による学校応援組織「和田宿にぎやかし隊」が生まれたり、和田小 PTAと南信濃公民館
共催による、保護者向け ESD に関する研修会が開催されたりといった、学校保護者や地域住民に
よる自律的な学びが生まれている。 
なお、立教大学 ESD 研究所の小玉客員研究員には、遠山地区の 3 小中学校へ継続的に訪問し
ていただき、職員研修、学校保護者、地域住民にむけての ESD の実践に関する指導をお願いして
いる。また、朝岡客員研究員には、遠山中と東京農工大学の学生との交流教育について、試行的
な取組を進めていただいている。 
 
４ おわりに 「地域創生」としての ESD の視点 
 遠山地区に限らず、本市においては SDGｓの「質の高い教育をみんなに」、「住み続けられる
まちづくり」、「陸の豊かさも守ろう」の目標は、さまざまな人びとが「学ぶ」場における ESD
の実践において、多くの人びとが切実感をもって共有しやすい理念である。また、厚みのある
社会教育の実践をもつ本市においては、学校教育との連携による ESD の実践推進は、持続可能
な地域づくりへの新たな可能性を抱懐するものでもある。しかし、先行実践が示すように、
ESDの実践そのものの持続可能性を考慮した、大胆な発想と柔軟な実践の進め方によらなけれ
ば、理念の具現は困難であろう。           （文責：教育指導主事 田中清一） 
 
 
 
 
  
